
図１〈組織の氷山モデル〉

Ａ

方針,システム,
制度,仕組み

（柔軟な組織原理
）

Ｂ

人が横にもつながり、相談しやすい

何のため、どういう意味を考える

協力してくれる人がたくさんいる

責任を持って自分が決める

失敗経験を通じ人が育つ

協力してくれる
から協力できる

方向性さえ見えたら、
とにかく試行錯誤する

社長は「どう考えて
いるのか」でなく、

社長は「なぜそう考え
るのか」を考える

言うべきことは言う

誰かが必ず拾って

くれる

海 面

上意下達の一方通行が基本

「どうやるか」しか考えない社員

相談できる人間が少ない

大人のあきらめが生き抜く条件

方針,システム,
制度,仕組み

（機械論的組織原理
）

どうせ言っ
てもムダ

余計なことを言わないほうが、
やらないほうが無難

大勢には逆らっても
しかたがない
好き嫌いで仕事が
選べるわけでもない

文句を言わず与えら
れた環境・条件の中
で精一杯やるのが
サラリーマン


